
はしっこ同盟
各まちのお知らせ

　はしっこ同盟では北海道新幹線長万部駅開業を
見据え、国内外から観光客を呼び込むことを目的
に、公益社団法人北海道観光振興機構の「地域の魅
力を活かした観光地づくり推進事業」を活用して、
３町を周遊する観光コース造成に取り組んでいま
す。その取り組みの一環として、11月8日から11
日にかけて、ツアー商品の販売に向けた3泊4日の
モニターツアーを実施しました。
　モニターツアーは豊浦町で旧礼文華中学校に収
蔵している文化財の見学や漁港でのせり見学、長 万部町ではカニ飯づくり体験や町民センター内

の鉄道村見学、黒松内町では歌才ブナ林散策やそ
ば打ち体験などを3町にそれぞれ1泊する行程で
実施。
　モニターとして参加した有識者からは「3町そ
れぞれに違う魅力があり、飽きることなく楽しめ
る」「食事がどれも美味しくて大満足」「もう少し
体を動かす場面があると嬉しい」など、多くの意
見をいただきました。これらの意見を踏まえ、商
品造成のための会議を行い、12月からインター
ネット上でツアー商品を販売する予定です。
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町長から身近な話題や皆さんへの
メッセージを紹介します。第97回

　雪も降り始め、朝晩の寒さに「しばれ」も感じ、日に
日に寒さも厳しくなってきている師走ではあります
が、町民の皆様には益々ご清栄のこととお喜び申し上
げます。
　新型コロナウイルス感染拡大は衰えを見せず拡大傾
向にあり、当町においても「やまびこ」においてクラス
ターが認定されるなど、感染者が増加傾向にあります。
　町民の皆様におかれましては、年末年始を迎えるに
あたり、手指消毒、マスクの着用、3密防止など、感染拡
大防止に、引き続き取り組んでいただきますようお願
いいたします。
　さて、ご存じのとおり、ホタテ養殖事業は、噴火湾に
おける水産業の主力産業でありますが、近年イガイや
ザラボヤなどの雑物が大量に付着し、豊浦町ばかりで
はなく各自治体でも大きな課題となっており、水産系
雑物の処理の課題や現状を踏まえ、各地域が今後も持
続的に漁業振興に資するため、広域組織である、いぶり
噴火湾漁業協同組合が存在する伊達市、洞爺湖町、豊浦
町の1市2町が連携協力し、安心して安定的に処理でき
る方策を検討することを目的に「水産系雑物処理に係
る広域協議会」を設立し、今後、令和4年度から5年度の

2年間にわたり、可能性調査を行うことといたしま
した。今後、その可能性調査の結果を踏まえ、判断し
ていきたいと考えております。
　西胆振の3消防本部の指令業務が2026年2月に統
合されることになり、12月20日に確認書を締結す
る予定となっております。
　3消防本部とは、室蘭市、登別市と伊達市・洞爺湖
町・壮瞥町・豊浦町で構成している西胆振行政事
務組合で、室蘭市消防本部に指令センターを置いて
運用を始めるものであり、統合によるコスト削減効
果を約13億7千万円と見込んでおります。
　今後とも、人口減少や少子高齢化の進展などによ
り厳しくなる財政状況下、広域化をはじめ、将来性
とコスト削減、効果的・効率化を目指して取り組ん
でまいりたいと考えております。
　今後、寒さも厳しくなってきますので、体調管理
に十分気を付けていただき、輝かしい新春をご家族
共々お迎えになられることをご祈念申し上げ、本年
のご挨拶といたします。
　よいお年を！


